
散布後45日間は、収穫できないので注意しましょう。 出穂期とは、ほ場全体の4～5割が出穂（穂先が葉鞘より現れた）した時期をいいます。収穫60日前までの防除限界日です。
スクミノンとジャンボたにしくん合わせて2回以内の使用とします。

内　容

品　種

コシヒカリ

あきさかり

～
～
～
～
～
～
～

6月
6月
6月
6月
7月
7月
7月

16日
20日
23日
27日
1日
7日
15日

5月
5月
5月
5月
5月
5月
6月

1日
5日
10日
15日
20日
30日
10日

～
～
～
～
～
～
～

6月
6月
6月
6月
6月
6月
7月

5日
9日
14日
19日
19日
29日
10日

6月
6月
6月
7月
7月
7月
7月

20日
24日
27日
1日
5日
11日
18日

～
～
～
～
～
～
～

6月
6月
6月
7月
7月
7月
7月

20日
24日
27日
1日
5日
11日
18日

7月
7月
7月
7月
7月
7月
8月

5日
9日
12日
16日
20日
26日
2日

～
～
～
～
～
～
～

6月
6月
7月
7月
7月
7月
7月

25日
29日
2日
6日
10日
16日
23日

6月
7月
7月
7月
7月
7月
7月

30日
4日
7日
11日
15日
21日
28日

5月
5月
5月
5月
5月
5月
6月

1日
5日
10日
15日
20日
30日
10日

5月
5月
5月
5月
6月
6月
6月

16日
20日
25日
30日
4日
14日
25日

6月
7月
7月
7月
7月
7月
7月

29日
3日
6日
10日
14日
20日
27日

7月
7月
7月
7月
7月
8月
8月

15日
19日
22日
26日
30日
5日
12日

～
～
～
～
～

7月
7月
7月
7月
7月

5日
7日
12日
15日
19日

5月
5月
6月
6月
6月

25日
30日
5日
10日
15日

～
～
～
～
～

6月
6月
7月
7月
7月

24日
29日
5日
10日
15日

7月
7月
7月
7月
7月

9日
14日
20日
22日
26日

～
～
～
～
～

7月
7月
7月
7月
7月

11日
13日
17日
20日
24日

7月
7月
7月
7月
7月

16日
18日
22日
25日
29日

～
～
～
～
～

9月
9月
9月
9月
9月

3日
5日
10日
13日
17日

9月
9月
9月
9月
9月

6日
8日
13日
16日
21日

5月
5月
6月
6月
6月

25日
30日
5日
10日
15日

6月
6月
6月
6月
6月

9日
14日
20日
25日
30日

7月
7月
7月
7月
7月

13日
15日
19日
22日
26日

7月
8月
8月
8月
8月

31日
2日
6日
9日
13日

カメムシ防除

（3kg/10a）
（収穫7日前まで3回以内）

スタークル粒剤

ウンカ類・ツマグロヨコバイ
ニカメイチュウ・カメムシ類

出穂7日～14日後

倒伏軽減剤
ロミカ粒剤

（2～3kg/10a）

出穂25～10日前

田植（50g/箱）

出穂期

開 始

この期間内で田面の亀裂幅
1cm程度とし、黒湿りを保つ

中 干 し
（田干し） 穂 肥

コシヒカリ
出穂16日前
あきさかり
出穂18日前終 了

（間断灌水開始）
（田植後15日）

間 断
灌 水
開 始

いもち病・紋枯病
ウンカ類・ツマグロヨコバイ

コブノメイガ

いもち病・紋枯病
フタオビコヤガ・イネツトムシ
コブノメイガ・ニカメイチュウ
ツマグロヨコバイ・ウンカ類

白葉枯病

出穂前本田防除

（3kg/10a）
収穫45日前まで1回

ゴウケツモンスター粒剤

いもち病・紋枯病・稲こうじ病
もみ枯れ細菌病・墨黒穂病・穂枯れ
ウンカ類・ツマグロヨコバイ・カメムシ類

出穂20日～15日前

スクミノン（1～4kg/10a）

移植後
（但し収穫60日前まで2回以内）

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）

ジャンボたにしくん
（1～2kg/10a）

スクミリンゴガイ
確認防除

※極端な中干しは生育を抑制
　するので注意すること!

※極端な中干しは生育を抑制
　するので注意すること!※入水と自然落

水を繰り返す
こと

（田植後15日）

間 断
灌 水
開 始

※入水と自然落
水を繰り返す
こと

※圃場の水を切ら
さないこと！

出穂期
※圃場の水を切ら
さないこと！

いもち病・紋枯病
ウンカ類・ツマグロヨコバイ

コブノメイガ

内　容

品　種

カメムシ防除

（3kg/10a）
（収穫7日前まで3回以内）

スタークル粒剤

ウンカ類・ツマグロヨコバイ
ニカメイチュウ・カメムシ類

出穂7日～14日後

田植（50g/箱）

開 始 穂肥Ⅰ 穂肥Ⅱ

この期間内で田面の亀裂幅
1cm程度とし、黒湿りを保つ

中 干 し
（田干し）

穂　肥

終 了
（間断灌水開始）

いもち病・紋枯病
フタオビコヤガ・イネツトムシ
コブノメイガ・ニカメイチュウ
ツマグロヨコバイ・ウンカ類

白葉枯病

ヒノヒカリ

7月
7月
8月

28日
30日
2日

8月
8月
8月

5日
7日
10日

オ オ セ ト
～
～
～

7月
7月
7月

5日
10日
15日

7月
7月
7月

20日
25日
30日

～
～
～

6月
6月
6月

5日
10日
15日

7月
7月
7月

18日
20日
23日

～
～
～

9月
9月
9月

16日
18日
21日

9月
9月
9月

20日
22日
26日

6月
6月
6月

5日
10日
15日

6月
6月
6月

20日
25日
30日

8月
8月
8月

15日
17日
20日

～
～
～

7月
7月
7月

26日
28日
31日

7月
8月
8月

31日
2日
5日

～
～
～
～

7月
8月
8月
8月

29日
2日
5日
9日

6月
6月
6月
6月

15日
20日
25日
30日

～
～
～
～

7月
7月
7月
7月

15日
20日
25日
30日

7月
8月
8月
8月

30日
4日
9日
14日

6月
6月
6月
6月

15日
20日
25日
30日

6月
7月
7月
7月

30日
5日
10日
15日

8月
8月
8月
8月

6日
9日
12日
15日

8月
8月
8月
8月

14日
17日
20日
23日

8月
8月
8月
9月

24日
27日
30日
2日

～
～
～
～

8月
8月
8月
8月

4日
7日
10日
13日

8月
8月
8月
8月

9日
12日
15日
18日

～
～
～
～

9月
10月
10月
10月

27日
1日
4日
8日

10月
10月
10月
10月

3日
7日
11日
16日

～
～
～
～

8月
9月
9月
9月

31日
3日
6日
9日

9月
9月
9月
9月

7日
10日
13日
16日

～
～
～

8月
8月
8月

22日
24日
27日

8月
8月
9月

29日
31日
3日

出穂前本田防除

（3kg/10a）
収穫45日前まで1回

ゴウケツモンスター粒剤

いもち病・紋枯病・稲こうじ病
もみ枯れ細菌病・墨黒穂病・穂枯れ
ウンカ類・ツマグロヨコバイ・カメムシ類

出穂20日～15日前

スクミノン（1～4kg/10a）

移植後
（但し収穫60日前まで2回以内）

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）

ジャンボたにしくん
（1～2kg/10a）

スクミリンゴガイ
確認防除

収 穫 期

収　穫　期

収穫は籾黄変率が85～90％
程度で、適期水分27％で行い、
刈り遅れにならないよう注意
しましょう。

収穫は籾黄変率が85～
90％程度で、適期水分
27％で行い、刈り遅れ
にならないよう注意しま
しょう。

出穂18日前 出穂10日前

～
～
～
～
～
～
～

8月
8月
8月
8月
8月
9月
9月

15日
19日
22日
26日
30日
5日
13日

8月
8月
8月
8月
9月
9月
9月

17日
21日
24日
28日
1日
7日
15日

～
～
～
～
～

8月
8月
8月
8月
8月

7日
9日
13日
16日
20日

8月
8月
8月
8月
8月

14日
16日
20日
23日
27日

～
～
～
～
～
～
～

7月
7月
7月
8月
8月
8月
8月

22日
26日
29日
2日
6日
12日
19日

7月
8月
8月
8月
8月
8月
8月

29日
2日
5日
9日
13日
19日
26日

ビルダーフェルテラチェスGT
粒剤

エバーゴルプラス箱粒剤

ビルダーフェルテラチェスGT
粒剤

エバーゴルプラス箱粒剤

注2 注3注1

注2注1 注3

注2注1 注3

1.

2.
3.

育苗日数により、出穂期は前後します。この目安は硬化苗を田植した場合の目安です。
緑化苗の場合は、出穂期で3日、成熟期で4～6日程度遅れます。
出穂前本田防除は、「水稲栽培しおり」の粒剤、まめ粒剤及び液剤に応じて適切な時期に防除を実施してください。
本田防除とカメムシ防除を必ず行い、斑点米による品質低下（落等）を防ぎましょう。

水稲作付拡大にご協力下さい!!

令和7年産  水稲品種別の田植月日と栽培管理の目安
「☆農薬・除草剤は
令和6年10月1日現在
登録状況による」
（令和6年10月作成）

「本田防除」及び「カメムシ防除」は粒剤体系の使用月日を
記載しているので注意してください。

発行：ＪＡ香川県西讃営農センター
監修：西讃農業改良普及センター

※収穫期は、過去5年間の財田・多度津アメダスデータを利用し、出穂期からの
積算温度で算出。コシヒカリ：900～950℃　あきさかり：1,000～1,050℃
オオセト：900～980℃　ヒノヒカリ：920～1,030℃

水稲栽培のしおりについては
JA香川県のホームページでも
ご覧頂けます。　　　　　　➡


